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❖ 県立学校の普通教室等に段階的に整備（Ｒ２～R８）

Revolution of education in iwate

いわて学びの改革 の時代へ

❖ 全県立学校の普通教室等で稼働開始（Ｒ３～）
学習用クラウドの利用やプロジェクターとの接続が可能

❖ 附属中及び特別支援学校は整備済
❖ 高校はR2・R3補正予算により、県整備分とBYOD（保護者負
担）によるハイブリット方式を導入

《R２整備済》24校

《R３整備予定》13校

【活用事例】
・板書内容をパワーポイントで作成し、電子
黒板機能を使って書き込み

・探究学習などで、生徒がパワーポイントを
使ってプレゼンテーションを実施

・各教室にオンラインで映像を流して学年集
会や講演会、企業説明会などを実施

※R２先行導入校での実績等

【教師の感想】
・授業の課題提示や振り返りが容
易で、授業構成が立てやすい。

・実験装置の使い方など、手元を
映しての説明により、理解度が向
上した。

・板書時間が短縮され、他の活動
時間が増えた。

【生徒の感想】
・先生が強調したいところが一目
瞭然だった。

・黒板を写すことばかりに気がとら
れることが解消された。

・歴史や国語の授業で、写真や動
画が写ることでイメージがしやすく
なった。

《R２補正》高校生徒用 8,480台
《R３補正》高校生徒用 7,500台

全生徒の70% ← 計 15,980台

※学びの改革研究協力校での実績等

【いわて学びの改革研究・普及事業】 〔R２～R４〕
・岩大・県大との共同研究による活用事例等の成果
を全県に普及

・端末を使って小テストを配信。結果が直ぐに集計
され、リアルタイムで正答率等を共有

「主体的・対話的で深い学び」を98％の生徒が実感（授業ｱﾝｹｰﾄより）

【活用事例】
・グループでテーマを選び個人端末で情報を検索。

調べた内容をグループで共有し、深めたうえで、教
員端末に提出

【ＧＩＧＡスクールサポーター】 〔R２～〕
・業者委託による学校訪問、電話相談窓口の開設
等により教員や児童生徒のＩＣＴ活用をサポート

【イーハトーブＣＯＲＥネットワーク構想】 〔R３～R５〕
・総合教育センターを配信センター
とする遠隔授業の推進

《配信先》５校

①葛巻高校、②西和賀高校

③花泉高校、④山田高校

⑤種市高校

R３は試行を行い、本格実施
に向けた課題等を整理R３は本県課題である「算数・数学、英語」を重点と

し、大学によるデータ分析等の効果検証を拡充

《研究協力校》７校

盛岡市立飯岡小・中学校

一戸町立一戸小・中学校

盛岡第三高校

花巻北高校

水沢高校

【ＩＣＴ活用研修】〔R２～〕
・総合教育センターの教員向けIＣＴ活用研修の拡充

R３は78講座をＩＣＴ活用研修に位置付けて実施

【いわて学びの改革開拓チーム】〔R２～〕
・県立学校教員の有志メンバー（20人）によるハード
やソフト面での実践事例や課題等の共有

・R３から全児童生徒にMicrosoftの
アカウントを付与したことにより、
「Microsoft３６５」を活用した連絡、
課題配信等が可能

・臨時休業時のオンライン授
業で、個別に著作権者等の
許諾を得ることなく教材等の
配信が可能

【授業目的公衆送信補償金】〔R３～〕

【グループウェアを活用した課題配信等】〔R３～〕

Ｔｅａｍｓ Forms

SharePoint

※Microsoft Teamsを利用

R３.４月からは全児童生徒に
Microsoftのアカウントを付与

【各種フォーラム・発表会のオンライン化】〔R３～〕
・各学校の取組事例の共有を促進

県整備分 70％ BYOD分 30％

Ｒ３年度内に全県立学校の整
備が完了するよう前倒し措置

（Ｒ３.９月補正）
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